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世
界
自
然
遺
産

　
　「
小
笠
原
諸
島
」

世
界
自
然
遺
産
に
決
定

　

平
成
23
年
６
月
19
日
〜
29
日
に
、
パ
リ

（
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
）の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
で

開
催
さ
れ
た「
第
35
回
世
界
遺
産
委
員
会
」

に
お
い
て
、
我
が
国
が
世
界
自
然
遺
産
に

推
薦
し
て
い
た「
小
笠
原
諸
島
」の
世
界
遺

産
一
覧
表
へ
の
記
載
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
は
、
人
類
共
通
の
か
け
が
え

の
な
い
財
産
と
し
て
、
将
来
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
べ
き
宝
物
で
す
。
世
界
遺

産
に
は
、
文
化
遺
産
、
自
然
遺
産
及
び
文

化
と
自
然
の
複
合
遺
産
が
あ
り
、
自
然
遺

産
に
記
載
さ
れ
る
た
め
に
は
４
つ
の
基
準

「
自
然
景
観
」「
地
形･

地
質
」「
生
態
系
」「
生

物
多
様
性
」の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
に
合
致

し
、
か
つ
そ
れ
ら
の
適
切
な
保
全
管
理
体

制
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
小
笠
原
諸
島
」は
、
海
洋
島
の
生
態
系

に
特
有
の
生
物
進
化
の
様
子
を
よ
く
表
し

て
お
り
、
陸
産
貝
類
と
維
管
束
植
物
に
お

い
て
極
め
て
高
い
固
有
種
率
を
示
し
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
我
が
国
に
お
い
て

「
屋
久
島
」、「
白
神
山
地
」、「
知
床
」に
続

く
４
件
目
の
世
界
自
然
遺
産
に
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

◎特集 世界自然遺産「小笠原諸島」

シマホルトノキ（固有種）
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◎特集 世界自然遺産「小笠原諸島」

世
界
自
然
遺
産

「
小
笠
原
諸
島
」概
要

世
界
自
然
遺
産「
小
笠
原
諸
島
」の
概

要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

所
在
地
：
東
京
都
小
笠
原
村

区

域
：
聟む
こ

島
列
島
、
父
島
列
島（
父

島
を
除
く
）、
母
島
列
島（
母

島
を
除
く
）、
西
之
島
、
北

硫
黄
島
、
南
硫
黄
島
の
全
島
、

父
島
及
び
母
島
の
一
部
、
父

島
及
び
母
島
周
辺
の
一
部
の

海
域

面

積
：
陸
域
約
６
、３
６
０
ha
、

海
域
約
１
、５
８
０
ha

記
載
基
準
：（
ⅸ
）生
態
系

（
評
価
の
内
容
）

・
資
産
の
生
態
系
は
様
々
な
進
化
の
過

程
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
は
東
南

ア
ジ
ア
及
び
北
東
ア
ジ
ア
起
源
の
植

物
種
の
豊
か
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
進
化
の
過
程
の
結
果
、
固
有
種

率
が
極
め
て
高
い
分
類
群
が
あ
る
。

植
物
相
で
は
、
活
発
な
種
分
化
の
重

要
な
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。

・
小
笠
原
諸
島
は
、
陸
産
貝
類
の
進
化

及
び
植
物
の
固
有
種
に
お
け
る
適
応

放
散
※
と
い
う
、
重
要
な
進
化
中
の

生
態
学
的
過
程
に
よ
り
、
進
化
の

過
程
の
貴
重
な
証
拠
を
提
供
し
て
い

る
。
小
笠
原
群
島
の
島
の
間
の
、
時

に
は
島
の
中
に
お
け
る
細
や
か
な
適

応
放
散
の
数
々
の
事
例
は
、
種
分
化

及
び
生
態
学
的
多
様
化
の
研
究
、
理

解
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
特

徴
は
、
さ
ら
に
、
陸
産
貝
類
な
ど
に

お
け
る
絶
滅
率
の
低
さ
に
よ
り
、
強

化
さ
れ
て
い
る
。

・
小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
は
、
固
有
種

の
密
度
の
高
さ
と
適
応
放
散
の
証
拠

の
多
い
こ
と
の
組
み
合
わ
せ
が
、
他

の
進
化
の
過
程
を
示
す
資
産
よ
り
も

際
だ
っ
て
い
る
。
小
面
積
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
小
笠
原
諸
島
は

陸
産
貝
類
と
維
管
束
植
物
に
お
い
て

並
外
れ
た
高
い
レ
ベ
ル
の
固
有
性
を

示
し
て
い
る
。

※
適
応
放
散
と
は
、
起
源
が
同
じ
生
物
が
、
様
々

な
環
境
に
適
応
し
て
多
様
に
分
化
し
、
別
系

統
と
な
る
こ
と
で
す
。

「小笠原諸島」の世界遺産
一覧表への記載決定について

農林水産大臣談話
（平成23年６月24日公表）

　パリで開催されている第35回世界遺産
委員会において、我が国が推薦していた
「小笠原諸島」の世界遺産一覧表への記載
が決定されたことについて、大変うれし
く思います。
　「小笠原諸島」は、大陸と一度も陸続き
になったことがなく、世界的に貴重な固
有種が数多く生息・生育しています。遺
産区域の陸域の約８割が国有林であり、
農林水産省では、「森林生態系保護地域」
に設定し、関係機関や地元の方々と連携
して、アカギ等の外来種駆除や、観光等
の利用に当たってのルールの導入などの
保全管理を行ってまいりました。
　「小笠原諸島」は、「屋久島」、「白神山地」
及び「知床」に続き、我が国では４箇所目
の世界自然遺産となりましたが、いずれ
もそのほとんどが国有林であり、人類共
通の財産である世界遺産を後世に健全な
状態で引き継いでいくため、今後とも適
切な保全管理に努めてまいります。

第35回世界遺産委員会

兄島の乾性低木林


